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人権施策基本方針を見直します
シリーズ「2012年度米原市人権意識調査」結果報告⑥

市では、「米原市人権施策基本方針」の見直しを現在進めています。この方針の見直しに先立ち、2012年に実施した米原
市人権意識調査の特徴的な結果をお伝えします。今回は、人権に対する将来展望に関する設問を取り上げます。

お問い合わせ 総務部　人権政策課（米原庁舎） 1 52－6629  552－4539

【結果】
全体の傾向として、2006年度に実施した前
回の調査と大差はなく、「障がい者の社会参
加や就労」については、前回より「そう思
う」など肯定的な回答が増えました。しか
し「同和問題の解決」については、前回よ
り「そう思わない」など否定的な回答が増
えており、啓発等の検討が必要な結果とな
りました。

問　人権に対する取り組みが進んでいますが、あなたは
20年後には、人権問題はどうなっていると思いますか。
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同和問題が解決し、差別や偏見はなくなる 

 

高齢者や子どもへの虐待や犯罪がなくなる 

 

高齢者が安心して生活できるようになる 

 

男らしさや女らしさより、人間らしさ、 
自分らしさが重視されるようになる 

 
定住外国人(永住権を持っている人)も 

日本の選挙権を持つようになる 
 

障がいのある人の社会参加が進み、障がいのある 
なしに関わらず働けるようになる 

そう思う どちらかと言えば、そう思う どちらかと言えば、そう思わない 

そう思わない 不明・無回答 
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調査対象者
平成24年８月現在で市内に居住する
満20歳以上の男女1314人（市民４％）

抽出方法 住民基本台帳による無作為抽出

回収状況 42.7％

2012年度米原市人権意識調査

学校給食用料理コンクールで
大東中学校2年生堀江咲

さ く

光
み

さんが入賞
滋賀県産の食材を2種

類以上使った料理をテーマに、学校給食
用料理コンクールが実施され、県内の中
学生の応募総数3990点の中から、堀江
さんの「冬の定番我が家のスタミナゆず
みそ豚汁」が佳作に選ばれました。
この料理は、祖母が作ったたくさんの
野菜を工夫して食べきれるよう、堀江家
では定番の料理で、ゆず茶を入れるのが
ポイントだそうです。堀江さんは「我が家の定番料理が選ばれて

うれしい」と話しました。
コンクールの入賞作品は、

（公財）滋賀県学校給食会の
ウェブサイトからも確認でき
ます。
(http://www.shigakyu.or.jp/）

あまんぼうづくり体験
(11月7日)
息長小学校３年生39人と保護者９人が日光寺地

区で「あまんぼう」づくりを体験しました。
「あまんぼう」づくりの伝統を継承する地元グル
ープの人々に教えてもらいながら、柿の皮むきから
スタート。最初は苦戦していた児童らも、だんだん
と上達し早くきれいに皮むきができるようになり、
中には、13個も皮をむいたという児童も。皮をむ
き終わったら紐をつけ、干し場に干します。児童ら
は自分でむいた柿を吊るす順番をいまかいまかと楽
しみに待っている様子でした。
作業後の質問タイムでは、「あまんぼうづくりは
いつからしている
の？」「あまんぼう
は一ついくらで売
られているの？」
など次々に質問し、
児童らはこの体験
を通してふるさと
のよさを感じたよ
うでした。


